
口
海
外
学
界
ニ
ュ
ー
ス
ロ

こ
の
報
告
は
一
九
七
五
年
二
月
現
在
の
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
一
九

七
四
年
四
月
以
来
、
西
ド
イ
ツ
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
東
洋
学
部
門
に
ロ
○
Ｎ
の
‐

具
識
師
と
し
て
在
職
し
今
日
に
至
る
が
、
こ
の
報
告
は
こ
の
間
に
知
り

得
た
ド
イ
ツ
諸
大
学
の
印
度
学
研
究
の
状
況
の
一
端
の
紹
介
で
あ
る
。

現
在
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
印
度
学
の
講
座
を
持
っ
て
い
る
大
学
は
十

七
大
学
に
も
の
ぼ
る
。
先
づ
次
に
、
こ
れ
ら
十
七
大
学
の
印
度
学
の
活
動

状
況
を
教
授
を
中
心
に
概
観
し
て
み
よ
う
。

一
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学

言
う
ま
で
も
な
く
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
印
度
学
科
は
ド
イ
ツ
印
度
学

科
中
、
最
大
で
あ
り
、
多
く
の
授
業
数
と
充
実
し
た
内
容
を
誇
っ
て
い
る
。①

当
印
度
学
科
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、

重
複
す
る
部
分
は
避
け
、
そ
の
後
の
状
況
を
中
心
に
述
《
へ
て
み
た
い
・

ど
質
冒
風
教
授
は
、
衆
知
の
如
く
ジ
ャ
イ
ナ
の
世
界
的
権
威
者
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
印
度
学
界
の
現
状

二

玉
井
威

幾
多
の
偉
大
な
業
績
を
な
し
た
。
名
誉
教
授
と
な
っ
た
今
も
、
二
つ
の
演

習
を
担
当
し
て
い
る
。
匡
呂
○
罠
教
授
の
後
任
陣
旦
言
の
旦
自
は
、
専

門
は
文
法
学
で
あ
る
が
、
ｚ
剴
冒
》
ぐ
ゅ
静
哩
冨
等
の
哲
学
方
面
に
も
重

点
を
置
い
て
い
る
。
弔
肖
弓
圃
掛
の
翻
訳
研
究
で
学
位
を
得
た
教
授
は
、

最
近
、
次
の
本
を
出
版
し
た
。
国
。
黒
目
ロ
旨
掲
巨
且
鈩
侭
号
①
号
同
甸
口
‐

巳
昇
５
口
ぐ
ｇ
］
鼎
溝
口
ロ
旦
腎
‐
の
ロ
鄙
：
ロ
・
日
目
弓
凹
昌
凰
へ
弓
旨
号
邑
目

■
〃

忌
引
）
。
酎
旦
の
８
目
鼻
冨
扁
の
ロ
は
、
故
国
の
目
冒
ａ
教
授
の
後
任
と

し
て
、
一
九
七
三
年
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
よ
り
迎
え
ら
れ
た
。
専
門
は
琉

伽
行
派
の
教
理
、
如
来
蔵
等
に
あ
り
、
現
在
、
教
授
は
琉
伽
師
地
論
の
翻

訳
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
公
版
さ
れ
た
ロ
貝
目
崎
乱
口
幽
‐

衿
冨
ｏ
彦
巳
斥
旨
号
吋
く
旨
誌
○
四
罰
四
の
騨
昌
唱
騨
茸
四
日
：
叶
昌
○
ぬ
四
３
国
ず
ぽ
甲

白
骨
（
弓
５
口
届
＄
）
に
続
く
も
の
で
、
い
ず
れ
出
版
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
梵
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
漢
訳
を
自
由
に
駆
使
さ
れ
る
教
授
は
、
佛
教

学
に
お
い
て
将
来
、
最
も
嘱
目
さ
れ
る
◇
へ
き
学
者
と
な
ろ
う
。
彼
の
近
業

に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
勺
巨
さ
旨
四
ｍ
目
①
国
①
目
①
鼻
ロ
侭
①
ロ
間
目
口
両
四
‐

冒
畠
○
茸
ゆ
く
号
画
凋
④
つ
く
悶
悶
ｍ
Ｏ
ｘ
ご
》
岳
ご
）
》
目
画
①
号
昏
〕
昌
○
冒
旦

も
Ｈ
Ｐ
汁
く
ゅ
丙
唾
四
目
目
詐
彦
①
シ
ヴ
ロ
ａ
ロ
④
Ｈ
日
ゆ
め
Ｐ
日
ロ
○
○
四
菅
四
つ
ご
価
困
の
○
〆
く
胃
）

漂
い
『
巴
〕
の
宮
門
尽
口
巴
庁
も
叶
い
ｘ
肘
ロ
ロ
・
吋
口
芦
○
ｍ
○
℃
旨
の
。
ぽ
の
目
ぽ
①
○
国
①
冒
胃

磑
巨
Ｑ
・
彦
尉
国
〕
口
、
へ
隅
①
拝
め
○
写
凰
叶
汁
冷
毎
吋
辱
自
尉
巴
○
口
の
星
ぐ
厨
の
①
ロ
⑳
○
彦
騨
烏
庁
口
唇
（
］

〆

屍
巴
喧
○
口
の
昌
閉
①
固
め
。
冨
津
輿
昌
冒
牌
①
Ｈ
ご
国
）
。
大
学
で
は
、
教
授
の

担
当
す
る
四
課
目
の
う
ち
二
を
佛
教
テ
キ
ス
ト
の
授
業
に
あ
て
て
い
る
。

屍
四
目
品
○
時
四
ぐ
旨
圃
噌
と
佛
教
に
お
け
る
苦
の
問
題
を
講
じ
て
い
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
で
長
く
講
師
を
勤
め
る
己
刷
．
津
ヨ
プ
国
困
目
は
、
罰
脚
ヨ
ー

“
嵩
昌
騨
な
ど
の
文
学
作
品
の
研
究
で
知
ら
れ
る
が
、
今
は
匡
二
自
白
国
の

句ハ

ノ、



ｚ
騨
冒
獣
牌
国
の
構
成
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
ま
た
彼
の
母
国
語
で

あ
る
タ
ミ
ー
ル
の
文
献
の
歴
史
研
究
に
も
従
事
し
て
い
る
。

助
手
の
己
Ｈ
ｏ
①
房
①
は
、
金
光
明
経
（
ｇ
く
ぃ
昌
名
３
９
留
騨
切
目
国
）

に
つ
い
て
漢
訳
か
ら
の
重
訳
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
訳
本
の
研
究
で
学
位
を
得
た
。

金
光
明
経
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
い
た
故
国
具
．
ｚ
号
巴

の
梵
語
刊
本
、
索
引
等
が
あ
る
。
大
学
で
は
彼
は
、
輯
①
品
昌
ゞ
言
語
学
方

面
の
授
業
の
外
、
弓
国
閏
目
］
鯵
冒
目
を
講
じ
て
い
る
。
砕
冒
〕
詳
冨
口
吻
の
］
〕

教
授
共
々
、
佛
教
学
に
於
て
将
来
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
学
者
と
な
ろ
う
。

ど
呂
○
風
教
授
の
下
で
ジ
ャ
イ
ナ
研
究
者
で
あ
っ
た
胃
．
旨
の
ヰ
①
は

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
移
っ
た
。

当
学
科
で
は
更
に
、
多
く
の
チ
ベ
ッ
ト
学
が
講
ぜ
ら
れ
、
一
つ
の
特
色

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
、
タ
ミ
ー
ル
、
ゞ
ヘ
ン
ガ
リ
ー
、

テ
ル
グ
ー
、
モ
ン
ゞ
コ
ル
語
等
の
授
業
が
行
な
わ
れ
、
豊
富
な
内
容
を
誇
っ

て
い
る
。

な
お
隣
接
の
イ
ラ
ン
学
科
で
は
、
刃
旦
．
閃
．
同
日
目
①
凰
鼻
が
属
冒
寸

四
国
閨
冨
、
号
や
留
瞥
＆
切
目
で
書
か
れ
た
冒
白
旨
野
旨
昌
日
日
ご
畔
ぐ
鼻
‐

胃
騨
自
国
等
の
佛
教
テ
キ
ス
ト
の
授
業
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
方
面
の
層

の
厚
さ
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
ｚ
①
胃
］
○
の
自
国
邑
冨
騨
口
用
○
国
冒
甲
且
①
９
（
ｚ
の
三
国
に
つ

い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
現
在
ド
イ
ツ
に
あ
る
ネ
パ
ー
ル
将
来

の
曾
旨
印
胃
岸
‐
出
色
目
切
巳
昌
罵
と
ｚ
９
自
国
‐
国
騨
ご
詩
呂
且
津
鮠
を
写
真

に
撮
っ
て
整
理
し
、
目
録
を
作
る
と
い
う
も
の
で
、
己
２
蕨
。
胃
甸
Ｃ
厨
。
‐

琶
冒
〕
嘱
鴨
目
①
旨
胃
ご
砂
津
（
己
甸
。
）
が
己
①
貝
い
目
①
冨
○
品
①
巳
普
］
ｓ
ｍ
ｇ
５

ｏ
＄
の
房
。
富
津
（
己
旨
①
）
を
通
じ
て
行
な
う
冒
旦
の
ｇ
で
あ
る
。
こ
れ
に

は
く
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
弓
。
里
①
『
教
授
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

二
、
ミ
『
一
ン
ス
タ
ー
大
学

こ
こ
に
は
ヴ
ェ
ー
ダ
学
と
パ
ー
リ
学
者
と
し
て
著
名
な
国
９
．
洞
・
国
騨
‐

ｏ
澪
①
Ｈ
が
い
る
。
国
旨
凹
鴨
ぐ
ゅ
Ｑ
唱
国
と
パ
ー
リ
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
自
営
日
，

騨
乱
（
首
の
教
義
を
誰
じ
て
い
る
。
彼
の
近
著
に
は
、
ぐ
国
曾
（
ｚ
色
。
耳
旨
‐

耳
①
目
烏
Ｈ
缶
丙
昌
の
日
旨
号
烏
弓
尉
の
⑦
】
勗
呂
砂
岸
⑦
ロ
旨
⑦
ｃ
茸
旨
鴨
冒
』
閂

国
邑
昌
品
尉
呂
‐
冨
胃
○
国
め
目
①
園
旨
朋
①
》
ｚ
Ｈ
，
回
岳
国
）
が
あ
る
。
シ
○
国
‐

陸
。
巴
弔
昌
目
。
陸
。
ｐ
騨
口
『
（
。
弓
．
ロ
・
）
の
執
筆
者
と
し
て
有
名
な
オ
ラ

ン
ダ
人
己
Ｈ
・
園
・
国
○
展
は
、
現
在
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
中
古
イ
ン
ド
語
一
課

目
、
開
講
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
ヒ
ン
ド
ゥ
イ
ズ
ム
研
究
の
ｐ
Ｈ
．
”
目
白
皿

等
が
い
る
。

三
、
ポ
ッ
フ
ム
大
学

こ
こ
は
日
本
学
・
中
国
学
な
ど
極
東
方
面
の
研
究
が
著
し
く
、
イ
ン
ド

学
の
方
で
は
注
目
す
、
へ
き
も
の
は
少
い
。
た
だ
教
授
資
格
論
文
に
シ
ロ
Ｐ
‐

辱
め
①
〔
一
の
Ｈ
留
昌
ロ
怠
閏
ご
冒
昌
租
烏
を
書
い
た
卑
旦
．
］
句
．
智
８
。
‐

冒
○
酌
が
イ
ン
ド
有
神
論
等
を
講
ず
る
外
は
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
と
梵
語
が
開

講
さ
れ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

四
、
ケ
ル
ン
大
学

も
月
旦
．
嵐
．
。
言
豈
①
拝
は
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
目
録
の
編
者
と
し
て
名
高

い
。
の
呂
薗
碑
文
等
を
講
じ
、
碑
文
の
研
究
者
で
も
あ
る
。
津
具
．
嵐
．

●
◆

国
冒
融
は
梵
語
文
法
学
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
、
梵
語
砕
冒
胃
〆
、
ご
▽

冒
蒟
凶
巨
同
旨
（
房
呂
の
門
。
濁
房
○
唱
息
三
ｏ
等
を
講
じ
て
い
る
。
弓
儲
旦
．
園
．

嗣
昌
ぐ
閏
は
〆
臼
昇
旨
圖
の
シ
Ｈ
昏
識
鼻
国
を
講
じ
て
い
る
が
、
専
門

ワワ
イI



は
ｚ
⑦
葛
伊
軋
》
Ｈ
ｏ
ｇ
凹
風
ｇ
ｐ
に
あ
り
、
Ｈ
巨
官
な
ど
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
語
に

も
通
ず
る
逸
材
で
あ
る
。
カ
シ
ミ
ー
ル
の
王
の
年
代
記
を
研
究
し
た
彼
の

近
著
、
弓
ｘ
房
同
旨
砂
目
①
目
且
己
巨
巨
○
四
ｍ
ｇ
①
ご
巨
言
吊
巨
○
冒
品
の
冒
雨
ｐ
Ｈ

卜

同
母
呉
自
唱
昌
号
印
属
巳
冨
眉
つ
言
①
号
且
①
ロ
岳
ご
）
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

五
、
ボ
ン
大
学

主
任
教
授
は
〈
ン
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
移
っ
た
。
割
．
旨
．
国
鯉
冒
で
、
専

門
は
チ
ベ
ッ
ト
学
で
あ
る
。
彼
の
著
書
Ｆ
①
胃
冒
ｇ
８
Ｈ
匡
騨
、
切
尉
目
の
ロ

芦
胃
時
。
盲
目
降
胃
昌
思
曽
呂
①
は
、
一
九
七
一
年
（
乏
蔚
“
９
号
ロ
）
に
初

版
が
出
て
以
来
、
早
く
も
三
版
を
重
ね
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
教
科
書
と
し
て

重
用
さ
れ
て
い
る
。
大
学
で
は
ｚ
樹
胃
宕
口
騨
の
両
鼻
目
ぐ
巴
〕
を
漢
訳

と
共
に
講
じ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
学
の
方
で
、
己
引
．
両
．
嵐
騨
印
呂
の
言
い
耳

が
い
る
。
授
業
は
持
た
な
い
が
、
既
に
ロ
閉
門
８
の
口
号
切
冨
冒
己
の
は
⑩
。
‐

底
①
ロ
国
凰
］
歯
①
唇
Ｈ
い
○
口
中
戸
ほ
ゅ
も
四
ｍ
さ
げ
Ｉ
園
凹
口
施
Ｈ
四
も
印
も
色
（
］
い
、
割
ｌ
昌
嵯
］
巴

（
苗
Ｈ
函
①
稗
巳
岸
自
己
①
禺
匡
巨
甘
風
蝕
口
声
色
ロ
公
印
の
旨
①
Ｈ
ぐ
芹
四
〈
Ｃ
匡
巴
ざ
昇

巴
］
の
ロ
⑦
旨
巳
汽
①
の
〉
（
言
厨
吾
且
の
口
ら
ご
）
の
著
書
が
あ
る
。
己
儲
．
］
Ｃ
ａ
の
ロ

は
イ
ン
ド
民
謡
の
研
究
者
で
あ
る
。

六
、
マ
イ
ン
ッ
大
学

陣
旦
．
○
く
．
国
旨
号
閂
は
パ
ー
リ
語
、
尻
冒
簾
自
‐
腿
ぽ
い
号
の
研
究

者
で
あ
り
、
イ
ン
ド
文
化
史
も
彼
の
専
門
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
律
蔵

の
旨
四
目
冒
騨
且
冨
冨
等
を
講
じ
て
い
る
。
弓
『
具
⑦
．
国
口
呂
日
切
”
は
、

イ
ン
ド
近
代
史
と
イ
ン
ド
近
代
諸
言
語
文
献
の
研
究
に
従
事
し
て
い
る
。

Ｈ
巨
冒
（
固
い
、
ウ
ル
ド
ゥ
・
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
学
な
ど
を
講
じ
て
い
る
。

七
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学

こ
こ
に
は
ジ
ャ
ー
タ
カ
な
ど
の
佛
教
文
学
者
陣
且
．
ぐ
．
砕
冒
の
筐
①
Ｈ

が
い
る
。
近
著
に
は
ロ
閂
曾
目
閏
騨
号
号
の
旨
四
国
ロ
．
冨
博
目
、
Ｅ
己

同
拝
自
己
（
即
①
号
目
鳴
門
駒
①
洋
風
鴨
園
巨
Ｈ
目
白
巳
○
四
①
】
国
具
躁
乏
尉
吾
凹
‐

：
ロ
岳
ご
）
が
あ
る
。
そ
の
他
、
講
師
の
厚
．
の
．
。
胃
弓
鼻
巨
が
ヒ

ン
デ
ィ
ー
語
を
、
勺
目
。
四
国
日
日
の
原
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
の
著
書
が

あ
る
己
尻
園
．
。
①
旨
は
切
白
伊
盟
ぐ
且
唱
薗
を
講
じ
て
い
る
。

八
、
チ
ュ
ー
ピ
ン
ゲ
ン
大
学

ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
に
お
い
て
著
名
な
勺
Ｒ
ａ
．
勺
，
目
冨
③
目
①
が
こ
こ
に
い

る
。
国
ご
日
昌
○
四
①
に
重
点
を
置
く
ヴ
ェ
ー
ダ
研
究
に
特
色
が
あ
り
、
彼

の
も
と
か
ら
多
く
の
勝
れ
た
学
者
が
育
っ
て
い
っ
た
。
彼
の
多
く
の
論
文

は
集
め
ら
れ
て
、
嗣
旨
目
①
呼
胃
岸
。
ロ
（
国
塵
“
・
冒
色
喝
‐
陣
犀
匡
品
国
９
画

目
巴
］
拐
目
》
弓
尉
号
昌
①
口
乞
ご
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
弓
Ｈ
具
．

目
目
③
日
①
の
後
継
者
と
し
て
活
躍
し
た
己
儲
国
．
勺
．
呼
冒
昌
骨
は
オ
ラ

ン
ダ
の
Ｆ
の
己
①
ロ
に
移
っ
た
。
代
り
に
刃
ａ
，
国
．
ぐ
．
陣
尉
厨
口
貝
○
口
が

い
る
。
閏
且
昌
め
目
巨
印
と
イ
ン
ド
文
化
史
が
専
門
で
、
己
冨
自
国
敬
い
賃
Ｐ

を
講
じ
て
い
る
。
ｏ
昌
租
口
目
閨
凹
日
ロ
鼠
圃
巨
兇
の
『
口
旨
ｏ
冒
呂
①
ロ
国
①
‐

。
①
ロ
庁
ｐ
ｐ
ｍ
Ｑ
①
Ｈ
吋
旨
＄
、
ｃ
茸
岸
目
目
①
口
騨
ロ
】
口
昌
⑫
ｏ
旨
①
口
目
①
Ｈ
己
己
巳
ロ
（
吋
尻
①
ザ
ー

ロ
侭
①
Ｈ
園
①
芹
吋
凋
①
園
巨
門
冒
Ｑ
ｇ
Ｏ
頓
①
）
嗣
白
即
言
５
号
Ｐ
号
揖
岳
忌
）
が

近
著
で
あ
る
。
同
じ
く
円
邑
昌
鮓
目
尻
殊
に
ｚ
①
巨
巨
目
匡
房
冒
口
唾
を
研

究
し
て
い
る
助
手
の
ｐ
Ｈ
，
勺
，
砕
胃
①
旨
①
Ｈ
も
い
る
。

九
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
己
同
具
．
弓
酌
昼
罵
言
昌
号
の
も
と
で
学
ん
だ
も
Ｈ
ｇ
．

。
．
降
三
ヨ
哩
昌
は
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
等
の
佛
教
美
術
と
小
乗
佛
教
の
研
究

で
知
ら
れ
て
い
る
。
パ
ー
リ
語
等
を
担
当
し
て
い
る
。
弓
』
‐
ａ
．
同
君
三
〕
‐
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ｃ
旨
は
戸
再
冒
獣
鴛
国
の
研
究
と
チ
、
ヘ
ッ
ト
学
に
従
事
し
て
お
り
、
彼

の
講
義
は
ｚ
騨
冒
融
黒
国
、
チ
ベ
ッ
ト
語
等
で
あ
る
。
ハ
ン
零
フ
ル
ク
大
学

か
ら
移
っ
た
講
師
の
ｐ
Ｈ
．
Ｆ
旨
①
茸
四
は
、
伺
唱
①
冒
等
を
講
じ
て
い
る

が
、
専
門
は
ジ
ャ
イ
ナ
と
チ
ベ
ッ
ト
学
で
あ
る
。
そ
の
他
二
人
の
講
師
陣

を
揃
え
て
い
る
。
チ
、
ヘ
ッ
ト
学
で
著
名
な
国
旦
．
国
○
ぬ
日
騨
冒
〕
は
ア
メ

リ
カ
に
去
っ
た
。

十
、
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学

印
且
．
炭
国
○
顧
目
曾
昌
は
ぐ
の
含
ｏ
の
文
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
大

学
で
は
比
較
言
語
学
の
立
場
か
ら
ヴ
ェ
ー
ダ
を
講
じ
て
い
る
。
文
法
書
と

し
て
集
大
成
と
も
言
え
る
］
言
四
烏
①
目
紺
巴
の
筐
佇
冒
呂
叩
号
の
Ｑ
・
色
‐

目
目
胃
時
（
閂
山
ロ
．
①
α
普
品
①
口
勗
器
ｌ
ご
雪
）
は
、
こ
れ
ま
で
等
三
巻

ｚ
ｏ
目
ロ
色
国
。
凶
○
口
ま
で
出
て
い
る
が
、
等
四
巻
動
詞
の
部
を
彼
は
今
、

準
備
中
で
あ
る
。
講
師
ｐ
Ｈ
］
．
ｚ
胃
冒
ロ
も
同
じ
く
、
ヴ
ェ
ー
ダ
と
印

欧
語
文
法
の
専
門
家
で
あ
る

十
一
、
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ヶ
ン
大
学

こ
こ
で
は
比
較
印
欧
語
学
科
の
も
と
で
、
言
語
学
者
閉
旦
．
属
聾
Ｈ
‐

冒
詩
が
梵
語
を
開
講
し
て
い
る
の
み
て
あ
る
。

十
二
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学

こ
こ
は
現
在
、
Ｈ
Ｏ
Ｃ
目
易
号
を
学
。
へ
る
数
少
い
大
学
の
一
つ
で
あ
る
。

Ｑ
）
昌
局
の
目
の
卑
旦
言
圏
匡
め
。
言
己
岸
の
も
と
で
学
ん
だ
卑
旦
．
君
．

国
〕
（
）
日
儲
が
弓
。
富
１
ｍ
ｇ
と
梵
語
を
開
講
し
て
い
る
。
彼
は
既
に
弓
．

云
国
巨
鋲
の
と
共
に
、
戸
〕
号
胃
雷
言
の
入
門
書
を
出
版
し
て
い
る
。
目
。
号
‐

豊
‐
厨
ｏ
茸
の
い
届
房
目
Ｃ
一
丼
色
吋
宮
５
戸
団
匡
弓
。
］
‐
自
〕
］
昌
騨
武
〆
詞
自
国
叩
弓
⑦
泌
庁

冒
己
⑦
５
筋
胃
》
国
ｇ
〔
一
①
ぎ
の
昌
己
９
つ
）
》
弓
誇
（
員
）
．
ま
た
罰
昌
胃
侭
‐

口
己
①
ロ
ー
巴
］
ゆ
く
自
彊
‐
目
①
×
意
〔
一
自
切
一
目
日
昌
昌
温
国
Ｏ
Ｇ
目
ざ
》
言
①
旨
圃

ら
。
の
著
書
も
あ
る
。
講
師
の
ｐ
Ｈ
・
両
陣
屋
冒
豆
は
梵
語
を
講
じ
て
い

る
が
、
彼
に
も
ロ
①
Ｈ
ｏ
３
昌
口
ｇ
：
『
ロ
の
昌
○
己
切
首
鼻
言
‐
”
○
口
○
日
昌
僅

旨
弓
○
○
冨
凰
め
目
①
ロ
』
君
５
号
且
の
ｐ
ご
己
．
の
近
業
が
あ
る
。

十
三
、
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学

も
埼
旦
．
］
・
嵐
○
三
が
勺
四
割
○
四
篇
目
茸
色
、
勺
Ｐ
３
副
四
屋
の
国
○
署
呂
禽
ゅ

等
を
識
ず
る
外
、
二
人
の
講
師
が
い
て
ヒ
ン
デ
ィ
ー
、
梵
語
を
教
え
て
い

る
の
み
で
あ
る
。

十
四
、
ハ
イ
デ
ル
ゞ
ヘ
ル
ク
大
学

イ
ン
ド
学
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
ぎ
（
宮
曽
①
目
‐
旨
の
昌
昌
に
お
か
れ
、
イ
ン

ド
学
に
関
す
る
授
業
は
全
て
こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
所

は
、
一
九
六
二
年
に
設
立
さ
れ
、
経
済
、
政
治
、
歴
史
、
比
較
人
類
学
等

の
十
二
の
部
門
か
ら
な
り
、
古
典
研
究
を
も
含
め
、
広
く
現
代
問
題
を
研

究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。
印
度
学
の
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
第
六
番
目
に
位
置
し
、
研
究
主
任
に
は
犀
９
．
国
．
即
侭
自
力由、４

な
っ
て
い
る
。
梵
語
、
己
冒
邑
続
昌
等
を
講
じ
て
い
る
。
彼
の
も
と
に
は

。
冠
口
の
執
筆
者
、
或
は
昌
騨
冒
○
国
昏
名
目
騨
昌
等
の
校
訂
者
と
し
て

名
高
い
胃
．
国
属
○
弓
が
活
躍
し
て
い
る
。
彼
は
パ
ー
リ
語
を
担
当
し

て
い
る
。
卑
旦
．
⑦
．
ｇ
口
昏
の
目
の
Ｈ
は
、
宗
教
文
化
と
冒
胃
呉
巨
を
講

じ
て
い
る
。
彼
は
又
、
第
十
、
宗
教
史
・
哲
学
部
門
で
も
教
鞭
を
と
っ
て

い
る
。
そ
の
他
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
、
ウ
ル
ド
ゥ
、
タ
ミ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
語
等

が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
現
代
諸
語
は
、
第
八
部
門
現
代
語
及

び
文
学
で
も
開
講
さ
れ
て
い
る
。

十
五
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
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チ
ベ
ッ
ト
学
、
イ
ン
ド
医
学
が
専
門
の
弔
貝
民
屑
・
ぐ
○
喝
］
が
、
こ
こ

に
い
る
。
ｚ
四
‐
司
ｃ
‐
冒
の
園
ご
圏
冒
‐
喜
圏
制
を
講
じ
て
い
る
。
最
近
は
パ
ー

リ
語
の
語
彙
の
研
究
を
発
表
し
て
い
る
。
国
・
具
勇
自
禽
巨
は
言
語
、
哲

学
、
ヴ
ェ
ー
ダ
、
古
代
イ
ン
ド
史
と
幅
広
い
分
野
の
研
究
で
知
ら
れ
る
。

彼
は
又
、
最
近
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
に
よ
っ
て
考
古
学
に
関
す
る
著
書
を
二

冊
出
版
し
た
。
大
学
で
は
、
属
目
Ｈ
ｏ
黒
冨
‐
ご
異
口
目
の
ロ
騨
口
印
目
巨
鼻
。
、
冨
旨
〉

シ
騨
冒
断
牌
国
等
を
講
じ
て
い
る
。
そ
の
他
二
人
の
講
師
が
こ
こ
に
は
い

↓
（
》
Ｏ

十
六
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学

衆
知
の
如
く
、
こ
こ
に
は
名
誉
教
授
弓
騨
冨
い
§
目
鼻
が
い
る
。
ゞ
ヘ
ル

リ
ン
の
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
原
典
の
整
理
出
版
で
著
名
で
、
こ
の
仕
事
を
通
じ

て
幾
多
の
俊
才
を
育
て
上
げ
た
。
現
在
そ
の
成
果
は
、
留
国
の
汀
匡
国
目
い
‐

０
画
臥
津
の
］
〕
四
口
切
号
］
胃
円
ご
Ｈ
甘
口
昏
口
号
口
と
し
て
目
①
』
］
ｐ
Ｈ
つ
劃
①
号
四
号
ご

ｓ
ご
）
ま
で
出
て
い
る
。
ま
た
彼
に
は
、
国
目
国
司
の
房
討
笥
国
９
吋
紺
Ｎ
ｐ
引

屈
似
い
騨
国
国
両
‐
胃
○
口
○
唱
四
も
言
①
（
ｚ
秒
の
ロ
己
巳
〕
厨
』
］
号
局
鈩
斥
四
号
日
旨
号
Ｈ

夕
渕
耐
の
①
］
〕
叩
○
ぽ
ゅ
岸
①
ロ
旨
○
○
斥
旨
、
①
目
》
目
．
罰
〕
旨
さ
旨
唱
駕
亨
巨
騨
○
国
鷺
彦
①

臼
儲
切
の
〉
房
．
己
員
ｚ
Ｈ
巴
》
の
近
業
が
あ
る
。
卑
旦
．
国
．
胃
呂
の
拝
は

国
旨
蔚
閂
冒
昌
目
の
佛
教
、
特
に
そ
の
歴
史
的
、
社
会
的
な
研
究
に
従
事

し
て
い
る
。
彼
の
主
著
嗣
巨
目
巨
鞭
二
首
め
あ
菌
異
口
目
①
①
い
①
房
。
富
津
旨

号
ロ
５
群
目
①
昌
烏
“
目
胃
国
ぐ
胃
旨
国
昌
（
冒
閨
目
印
は
、
現
在
第
三
巻

（
弓
旨
号
且
の
ご
忌
囹
）
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ｐ
Ｈ
・
旧
蟹
旦
昌
は
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン
文
献
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
弓
巴
（
庶
目
目
鼻
の
も
と

で
文
献
整
理
に
従
事
し
て
い
る
。
己
『
．
。
届
ｃ
目
は
浸
断
己
緯
．
ｑ
ご
‐

四
コ
Ｐ
が
貝
ゥ
具
で
発
見
し
た
マ
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、
園
旨
冨
‐

巨
口
引
く
冒
騨
冠
騨
（
目
弓
①
罫
」
ロ
の
四
目
、
弄
吋
再
昇
暑
○
］
，
］
＄
の
①
］
’
ざ
叩
く
○
］
・
滅
目
》

勺
騨
目
色
岳
ご
）
を
校
訂
出
版
し
た
。
こ
れ
は
罵
一
冒
麗
員
巨
富
‐
眉
詩
鼻
‐

冨
愚
く
目
旨
所
属
の
ヨ
ョ
ミ
四
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
学
で
は
今
ヘ

ン
ガ
リ
ー
、
梵
語
等
を
講
じ
て
い
る
。
そ
の
他
パ
ー
リ
語
学
者
冒
‐
．
国
．

国
国
口
昌
、
め
い
目
冒
昏
各
国
言
‐
ロ
凹
協
を
講
じ
て
い
る
己
Ｈ
、
○
．
ぐ
．
堕
日
め
○
口
、

ヒ
ン
デ
ィ
ー
と
チ
尋
ヘ
ッ
ト
語
の
講
師
等
、
多
彩
な
陣
容
を
揃
え
て
い
る
。

な
お
、
法
華
経
や
ジ
ャ
ー
タ
カ
な
ど
の
研
究
者
、
日
本
の
湯
山
明
氏
も
こ

こ
に
来
て
い
る
。

十
七
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学

こ
こ
の
印
度
学
科
は
イ
ン
ド
美
術
史
と
、
冨
巨
○
四
。
特
に
ジ
ャ
イ
ナ

研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
ま
ず
、
陣
旦
．
シ
の
畠
は
四
目
目
の
昌
昌
の
の

宗
教
思
想
等
の
研
究
に
従
事
し
、
四
曼
凰
切
目
ｐ
い
、
碑
文
学
を
講
じ
て
い
る
。

陣
且
．
国
．
国
腎
且
は
美
術
史
が
専
門
で
、
旨
騨
昏
員
騨
の
美
術
を
担
当
し

て
い
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
弔
制
且
と
呂
○
風
の
下
で
学
ん
だ
坤
旦

園
．
園
昌
冒
は
、
ジ
ャ
イ
ナ
美
術
の
専
門
家
で
あ
る
。
陣
９
．
国
］
旨
ｃ
葛

は
非
印
欧
語
の
研
究
者
で
、
タ
ミ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
語
等
を
教
え
て
い
る
。

陣
旦
．
○
国
ざ
鼻
冒
は
、
同
日
牌
胃
冒
冒
四
目
〕
が
集
め
、
現
在
陣
国
砂
‐

ｇ
侭
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ジ
ャ
イ
ナ
の
国
巽
己
烏
ｏ
胃
昌
ｍ
の
目
録
を
作

る
こ
と
を
試
み
て
い
る
・
大
学
で
は
、
切
冒
時
目
冨
凰
の
普
菌
冨
茸
皇
国
冒

等
を
講
じ
て
い
る
。

以
上
、
現
在
、
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
印
度
学
の
講
義
が
な
さ
れ
て
い
る

大
学
は
、
悉
く
概
観
し
得
た
よ
う
に
思
う
。
な
お
キ
ー
ル
大
学
は
、
現
在
、

休
講
中
で
あ
る
。

因
み
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
は
、
一
九
七
四
年
五
月
、
著
名
な
淳
震
匡
弓
‐
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ド
イ
ツ
印
度
学
界
全
体
の
傾
向
を
一
言
で
言
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
各

大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
己
篇
弓
巨
。
］
○
四
①
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。
国
）
旨
冒
唱
①
は
単
な
る
言
葉
の
研
究
に
終
る
も
の
で

は
な
く
、
言
語
学
的
研
究
と
精
神
史
的
研
究
が
密
接
に
結
び
つ
い
た
文
献

学
的
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
、
ド
イ
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
持
つ
歴
史
的

伝
統
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
特
色
は
今
で
も
変
わ
り
は
な
い
。
学
生
の
関
心

も
現
代
イ
ン
ド
の
問
題
に
は
あ
ま
り
向
け
ら
れ
ず
、
お
お
む
ね
古
代
イ
ン

ド
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に
一
例
を
と
れ
ば
、
現
代
イ

ン
ド
問
題
を
も
欠
か
け
せ
な
い
と
す
る
教
授
側
の
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
生
の
関
心
は
、
沙
岸
①
も
冒
巨
○
四
①
に
あ
り
、
古
典
に
あ
る
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
は
、
牌
冒
胃
旨
吸
乞
巴
○
臥
両
教
授
以
来
、
ジ
ャ
イ

ナ
研
究
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
零
ヘ
ル
リ
ン
大
学
の
方
に
そ
の

中
心
が
移
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
代
っ
て
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
学
へ
の
関
心
が

最
近
高
ま
り
、
授
業
課
目
（
一
九
七
五
’
七
六
年
冬
学
期
）
中
、
チ
黍
ヘ
ッ
ト

語
の
み
の
授
業
だ
け
で
も
、
六
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
、
そ
の
証

左
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
チ
ベ
ッ
ト
語
を
重
視
さ
れ
る
牌
冒
〕
三
國
扇
。
ロ

教
授
に
負
う
所
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
教
授
自
身
、
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
一

課
目
を
担
当
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
以
外
に
も
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
を

重
視
す
る
大
学
は
多
い
。
例
え
ば
ボ
ン
、
ミ
『
一
ン
ヘ
ン
等
が
そ
う
で
あ
る
。

巴
冒
①
『
教
授
が
七
十
六
才
の
生
涯
を
閉
じ

で
］
浮
旦
．
①
．
○
胃
昌
の
冒
昌
（
肖
が
、
チ
録
へ

津
田
巳
色
盲
閏
が
活
躍
し
て
い
る
。

三

代
っ
て
今
は
イ
ン
ド
学
部
門

卜
学
佛
教
学
部
門
で
卑
具

次
に
学
会
、
学
術
誌
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
・

第
十
九
回
己
の
ロ
勝
呂
①
Ｈ
ｏ
風
①
具
己
厨
蔚
具
侭
（
ド
イ
ツ
東
洋
学
者
会

議
）
は
、
一
九
七
五
年
九
月
末
か
ら
十
月
初
め
に
か
け
て
一
週
間
、
南
ド

イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
三
年
毎
に
開
か
れ
る
こ
の

学
会
は
、
こ
の
種
の
も
の
と
し
て
は
ド
イ
ツ
で
は
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、

己
呂
蕨
呂
①
冒
。
侭
①
己
営
呂
め
目
の
ｏ
ｏ
ｍ
の
房
。
冨
津
の
活
動
の
一
環
と
し

て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
会
議
は
十
二
の
部
会
に
分
か
れ
、
印
度
学
は
第
七

番
目
に
あ
る
。
そ
の
他
、
第
九
ト
ル
コ
学
・
モ
ン
ゴ
ル
・
中
央
ア
ジ
ア
学
、

第
十
支
那
学
・
日
本
学
等
の
関
連
部
会
の
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

筆
者
も
こ
の
会
議
に
一
部
参
加
す
る
機
会
を
得
た
が
、
ド
イ
ツ
国
内
の
学

会
と
言
っ
て
も
、
国
際
色
が
豊
か
で
、
近
隣
の
オ
ー
ス
ト
リ
ー
、
ス
イ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
も
と
よ
り
、
遠
く
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
参
加
発
表
者
も
あ
っ
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
佛
教
学
へ
の
関
心
も
、
や
や
高
ま
り
を
見
せ
て
は
い
る

が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
低
く
、
イ
ン
ド
学
研
究
一
般
と
の
連
関
に
於
て
、

佛
教
学
は
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
印
度
学
研
究
は
全
体
と
し
て
凹
岸
①
弔
言
一
’

○
旨
哩
。
に
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
言
語
の
研
究
の
み
で
も
な
く
、
又
そ
れ
を

は
な
れ
た
哲
学
の
み
で
も
な
か
っ
た
。
広
汎
な
言
語
学
的
基
礎
の
上
に
印

度
学
研
究
が
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
る
￥
へ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

現
代
問
題
を
多
く
扱
う
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
望
〔
ご
爵
ロ
‐
冒
鞭
冒
胃
は
特

色
あ
る
新
し
い
試
み
で
あ
る
。

四
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ド
イ
ツ
発
行
の
学
術
誌
及
び
ド
イ
ツ
人
学
者
が
関
係
し
、
自
ら
の
論
作

を
多
く
発
表
し
て
い
る
学
術
誌
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
佐
を
木
現
順
教
授

②

が
か
っ
て
詳
細
な
報
告
を
さ
れ
、
今
も
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
の
で
こ

こ
で
は
た
だ
最
近
ド
イ
ツ
で
新
し
く
発
刊
さ
れ
た
学
術
誌
煕
口
日
①
再
Ｎ
ｐ
門

冒
昌
○
さ
唱
①
巨
口
Ｑ
岸
四
目
黒
房
（
陣
員
）
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
卑
旦
．
弓
の
巴
①
Ｈ
を
中
心
に
、
マ
イ
ン
ッ

大
学
の
国
旦
．
○
・
ぐ
．
国
旨
号
①
Ｈ
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
大
学
の
ｐ
Ｈ
○
．
嗣
写

品
①
扁
呂
目
芹
（
イ
ラ
ン
学
）
、
そ
れ
に
現
在
ネ
パ
ー
ル
の
嗣
騨
昏
旨
騨
口
目

の
ｚ
①
己
巴
園
①
、
①
鱒
ｏ
ｐ
ｏ
①
日
の
円
に
い
る
己
門
．
旨
．
詞
割
前
巴
（
ヴ
ェ
ー
ダ

学
）
が
編
集
者
と
な
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外

の
印
度
学
者
、
イ
ラ
ン
学
者
に
も
開
か
れ
た
国
際
学
術
誌
で
あ
る
。
こ
の

分
野
の
学
術
誌
と
し
て
は
、
衆
知
の
如
く
既
に
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｆ
①
匡
①
ロ
よ

り
百
号
‐
岸
巴
昌
四
目
］
ｃ
自
己
巴
（
ロ
］
）
が
出
て
い
る
が
、
駕
目
は
こ
の

冒
当
を
初
め
、
現
存
の
学
術
誌
と
決
し
て
競
争
す
る
も
の
で
も
な
く
、
ま

し
て
取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
煕
冒
の
編
者
は
強
調
さ
れ
る
。

た
だ
こ
の
分
野
の
比
較
的
数
少
な
い
雑
誌
に
、
更
に
も
う
一
つ
を
加
え
、

発
表
の
機
会
を
多
く
す
る
こ
と
が
期
せ
ら
れ
て
い
る
。

内
容
は
い
わ
ゆ
る
国
Ｐ
閉
尉
目
①
冒
号
］
○
四
①
と
古
又
は
中
古
イ
ラ
ン

学
研
究
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
新
し
い
イ
ン
ド
・
イ
ラ
ン
吋
冨
］
‐

。
］
ｃ
哩
。
の
分
野
に
も
開
か
れ
て
い
る
が
、
重
点
は
旦
邑
。
ざ
四
ｍ
目
‐
三
胃
‐

○
烏
、
一
］
の
分
野
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
更
に
こ
れ
に
加
え
て
、
イ
ン
ド
学
と

イ
ラ
ン
学
と
の
間
に
あ
る
伝
統
的
な
親
密
な
関
係
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
書
評
は
こ
の
学
術
誌
に
は
含
ま
れ
な
い
・

陣
目
は
国
際
学
術
誌
で
あ
る
か
ら
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語

最
後
に
最
も
多
く
の
授
業
数
と
内
容
を
誇
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
印
度
学

科
の
授
業
課
目
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
一
九
七
五
年
冬
学
期
の
も
の
で
あ
る
。

昌
伊
①
屏
斤
口
禺
の
四
口
①
い
「
巴
邑
凹
蔚
閣
持
＄
Ｆ
，
崔
房
〔
さ
匙

」

函
Ｆ
巴
詳
騨
菖
再
ｐ
Ｈ
色
門
．
陛
房
空
○
篦

函
斡
口
日
も
Ｈ
ｏ
匡
臼
ロ
ぐ
○
ロ
の
巴
ず
異
自
国
Ｑ
ｍ
①
こ
の
旨
Ｑ
２
］
ご
己
智
］
扇
質
庁
ロ

ト

自
己
旨
呂
○
ロ
シ
ロ
巴
①
”
Ｅ
銅
ひ
勵
色
昌
匡
○
口
①
唇
Ｆ
、
い
○
宮
口
昇
］
〕
Ｐ
巨
砿
○
口

』
園
四
目
餌
唱
耳
四
ご
旨
彦
樹
凹
、
Ｆ
・
粋
冒
昌
昏
自
昌
⑭
①
目

印
ロ
ヶ
ロ
ロ
函
①
己
昌
耳
目
①
〆
生
〕
の
尉
凰
匡
匡
］
瞬
巨
日
切
］
固
砿
解
１
勺
烏
○
匡
①
冒

卜

⑳
．
診
、
の
凰
昌
ぐ
騨
印
四
目

、
同
旨
旨
］
胃
宮
口
的
旨
昌
の
Ｈ
①
〆
茸
洋
涛
印
シ
、
⑳
ロ
ョ
ぐ
Ｐ
い
Ｐ
ｐ

司
嵐
巳
冨
晶
○
罵
言
ｏ
胃
①
冒
呂
①
日
匪
胃
Ｐ
．
弓
ｏ
旦
目

ｍ
・
一
〈
（
）
』
］
〕
ぬ
オ
ニ
コ
〕
三
〕
〕
四
崖
．
の
二
月
ロ
（
一
目
の
二
堅
〆
，
昇
〆
．
、
①
Ｎ
一
①
円

の
牌
二
筋
澪
同
岸
員
シ
，
夕
ざ
こ
２
．

己
鹿
の
］
侭
浄
写
目
Ｌ
昌
鼻
ご
園
①
目
属
．
己
儲
の
星
）
言

］
』
両
旨
哺
ロ
ロ
Ｈ
ｇ
弱
目
目
の
国
①
冒
函
己
芦
！
固
詳
の
埼
浄
斤
巨
［
。
○
Ｃ
匙
８

で
書
く
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
が
、
英
文
以
外
の
寄
稿
に
は
、
英
文
の
要
約

を
付
け
加
え
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

陣
目
は
年
間
少
く
と
も
一
回
発
行
さ
れ
る
が
、
第
一
号
は
既
に
発
刊
さ

れ
た
。
こ
れ
に
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
弔
同
且
．
ど
乱
○
風
の
チ
ュ
ー
ビ

ン
ゲ
ン
大
学
の
勺
笥
旦
．
目
巨
⑦
日
①
等
、
著
名
な
学
者
が
寄
稿
し
て
い
る
。

発
行
所
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

陽
．
巨
自
．
尹
厨
昌
①
Ｈ
ぐ
角
匿
い
ロ
曽
呂
罰
①
冒
胃
］
門
〉
伊
営
〕
鴨
ロ
ロ
品
①
巴
す
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函
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凸
３
一
二
Ｆ
Ｋ

ｰ
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勺
Ｈ
ｏ
亘
Ｃ
Ｂ
Ｃ
。
①
門
諺
冒
君
の
ロ
（
一
自
侭
目
①
二
閏
①
Ｈ
冒
侭
目
黒
尉
色
扁
吋

冨
再
宮
○
（
房
国
璽
ロ
能
冒
昌
留
彦
困
冒
四
９
国
巳
。
．
○
昇
戸
①

自
己
⑩
亘
爵
へ
蜀
○
鼻
駕
甘
口
邑
巴
園
．
些
冒
顕
豈

〆

息
①
月
一
碁
①
勺
Ｈ
ｏ
ｍ
巴
①
戸
庁
陣
段
①
園
．
鯉
口
嗅
冒

国
①
〕
〕
唄
晨
胃
目
．
属
．
己
儲
の
〔
巳
冨

国
旨
合
［
国
．
段
口
嗅
戸

己
①
口
酎
Ｃ
声
‐
四
目
ｅ
‐
こ
す
①
屈
具
侭
巨
匡
的
①
ロ
園
．
陸
ロ
、
ロ

出
目
昌
肋
胃
肖
冒
号
巨
晶
①
冒
昌
旨
②
ロ
ｇ
ｏ
旨
の
め
牙
一
国
目
巳
四
茸
①
ロ
‐

ト

ト

戸
口
愚
①
印
国
．
四
国
哩
胃

ｊ

己
四
印
目
色
の
己
・
①
妨
国
①
Ｈ
扇
○
戸
①
勗
旨
Ｑ
ｏ
Ｈ
沙
岸
①
国
目
四
国
昼
］
‐

Ｆ
芹
①
Ｈ
四
庁
ｐ
Ｈ
胃
国
．
レ
ロ
斤
○
ロ

ロ
ウ
①
Ｈ
匡
旨
戸
口
ず
①
Ｈ
ｅ
尉
冒
Ｏ
Ｑ
①
国
］
①
目
留
己
邑
Ｉ
Ｆ
昇
①
門
凹
武
営

国
．
シ
昌
庁
○
口

ご
尉
副
秒
己
昌
房
己
罵
９
面
①
Ｑ
①
門
昌
四
筋
①
冒
昌
①
ｓ
２
〕
国
．
シ
ｐ
８
ｐ

Ｆ
①
旨
巨
３
月
①
旨
い
戸
‐
Ｆ
の
丙
計
毎
吋
①
哩
国
岸
国
陛
肉
騨
Ｈ
Ｐ
Ｈ
，
抄
冒
四
国
閏
〕
色

、
．
シ
、
、
国
昌
ご
ゆ
め
画
皀

ご
ウ
ロ
冒
顕
①
ロ
Ⅱ
日
詳
目
①
ｘ
庁
ざ
の
屋
官
里
①
己
噛
匡
肖
勝
馬
員
昌
胃
昏
色
目
局
四
目
筐
‐

旧
詳
①
Ｈ
騨
行
ｐ
Ｈ
“
．
陰
．
印
国
ロ
ブ
国
、
四
国

膣
目
四
口
目
］
當
胃
ど
胃
壁
ロ
鴨
局
［
国
．
陰
巨
８
唇

囲
旨
』
］
胃
Ｃ
も
四
嵐
．
Ｆ
ｏ
芽
○

忠
⑦
①
の
。
宮
○
頁
①
〔
一
吊
尻
さ
黒
目
唾
ロ
冒
恒
匡
侭
〆
・
Ｆ
ｏ
ｑ
ｏ

目
伊
①
算
胃
Ｃ
①
旨
①
里
里
呂
９
月
口
は
ぴ
Ｃ
は
駕
戸
の
ロ
月
ｃ
擁
扁
印
炭
．
Ｆ
ｏ
尊
○
Ｌ

四
ｍ
弓
Ｈ
色
、
騨
昌
環
一
己
四
二
画
○
・
○
①
匡
唐

』
＠
Ｆ
①
屏
庁
陣
則
①
ヴ
ロ
Ｑ
ｅ
〕
厨
は
胃
旨
①
月
日
の
問
蔚
５
．
⑫
ｏ
匿
昌
耳
彦
四
口
い
①
』
］

い
つ
Ｆ
①
戸
井
陣
Ｈ
①
①
目
①
砂
昌
○
口
‐
ぬ
昌
岳
○
ロ
①
ｐ
Ｈ
①
淵
冨
の
シ
、
夕
缶
巳
閏

曽
ｚ
①
貝
号
の
陣
⑳
。
宮
属
．
門
○
ｇ
ｏ

篭
国
］
○
己
２
房
。
①
の
Ｆ
豈
儲
四
‐
己
国
帝
再
の
嵐
．
Ｆ
ｏ
ｑ
ｏ

い
い
同
旨
暁
口
匿
Ｈ
ｐ
ｐ
ｍ
日
鉱
匡
四
鵲
尉
ｏ
声
①
弓
ご
旦
厨
ｏ
宮
Ｆ
、
、
巳
〕
昌
耳
ロ
四
口
い
①
ロ

菖註①
田
端
哲
哉
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
印
度
学
研
究
」
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
第
一
七

号
、
昭
四
八
年
、
大
谷
大
学
佛
教
学
会
、
京
都
。

②
佐
々
木
現
順
「
ド
イ
ツ
印
陛
学
界
の
現
状
」
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
七
巻
一

号
、
昭
三
三
年
、
日
本
印
度
学
佛
教
学
会
、
東
京
。
佐
女
木
現
順
「
ド
イ
ツ
東

洋
学
素
描
」
印
度
学
佛
教
学
研
究
第
一
六
巻
一
号
、
昭
四
二
年
。

（
一
九
七
五
、
一
二
、
二
）
（
了
）
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